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10月22日と23日の 2 日間、市内 4 会場で議会報告会を開催しました。ご多用のところ ご来場いただきました皆様方
には心から御礼申し上げます。
議会報告会は、議員と市民が情報や意見を交換する貴重な機会です。当日いただいた貴重なご意見やご提言は、今後の
市政運営や議会運営、議員活動の参考とさせていただきます。皆様方との交流を通じて、議会の機能をさらに高めて
参りますので、ご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

開かれた議会を目指して 議会報告会を開催
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こ
の
た
び
、
議
員
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
、
名
誉
あ
る
小
矢
部
市

議
会
副
議
長
の
要
職
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
誠
に
身

に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
う
え
は
、
石
田
議
長
の
も
と
、
議
会
が
公
正
か
つ
円
満
に
運

営
さ
れ
る
よ
う
、
粉
骨
砕
身
の
決
意
で
、
市
政
の
進
展
と
議
会
の
円

滑
な
運
営
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
か
、
市
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

副
議
長

就
任
あ
い
さ
つ

副
議
長 

（
第
53
代
）

　

９
月
４
日
か
ら
25
日
ま
で
の
22
日
間
を
会
期
と
し
て
９
月
定
例
会
を
開
会
し
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平
成
27
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
改
廃
、
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
同
意
な
ど
議
案
16
件
、
議
員
か
ら
議
員
提
出
議
案
１
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し

ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
26
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
決
算
認
定
８
議
案
に
つ
い
て
は
、
新
た
に
設
置
し
た

決
算
特
別
委
員
会
に
て
12
月
ま
で
継
続
審
査
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
法
令
等
に
基
づ
く
報
告
事
項
が
３
件
あ
っ
た
ほ
か
、
請
願
１
件
と
陳
情
１
件
を
処
理
し
、
議
員
派
遣
を
可

決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
・
条
例
改
正
な
ど

17
議
案
を
議
決
し
ま
し
た

◎ 補正予算の概要
議案第37号　平成27年度小矢部市一般会計補正予算（第２号）
　　補正額　３億5,641.4 万円　累計予算額　143億6,996 万円
≪主な事業≫
・財政調整基金積立金�  2 億円
・地域医療介護総合確保基金補助金� 4,607.6 万円
・子育て情報ホームページ作成業務委託費� 500 万円
・まちなか等振興事業費補助金� 1,180 万円
・観光用紹介ＤＶＤ作成業務委託費� 400 万円
・新図書館整備実施設計策定業務委託費� 3,900 万円

議案第38号　�平成27年度小矢部市公共用地先行取得事業特別
会計補正予算（第１号）

補正額　 50 万円　累計予算額　 1億5,350 万円
≪主な内容≫
繰越金の確定に伴う一般会計繰出金の増額

議案第39号　�平成27年度小矢部市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第１号）

補正額　　 6,341.1 万円　累計予算額　36億6,071.1 万円
≪主な内容≫
後期高齢者支援金と前期高齢者納付金の増額・繰越金の確定に
伴う償還金と財政調整基金積立金の増額

議案第40号　�平成27年度小矢部市後期高齢者医療事業特別会
計補正予算（第１号）

補正額　 118.8 万円　累計予算額　 8億1,668.8 万円
≪主な内容≫
繰越金の確定に伴う後期高齢者医療広域連合納付金の増額

議案第41号　�平成27年度小矢部市農業集落排水事業特別会計
補正予算（第１号）

補正額　 1,045 万円　累計予算額　 1億7,465 万円
≪主な内容≫
維持管理事業費の増額

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意

　
古ふ

る
む
ら村　

正ま
さ
あ
き明　

氏
（
西
町
）

人

事

案

件

義よ
し

浦う
ら

　
英ひ

で

昭あ
き

特
定
の
付
議
事
件
を
審
査
又
は
調
査
す
る

た
め
、
次
の
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
26
年
度
小
矢
部
市
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
な
ど
決
算
認
定
８
議
案
を
審
査

す
る
た
め
設
置
し
ま
し
た
。�

（
委
員
11
名
）

（
委
員
構
成
は
５
ペ
ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
）

特

別

委

員

会

の

設

置

※補正予算の詳細は、市ホームページの財政課予算情報ページをご覧ください。
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９月定例会で審議された議案等・議員別賛否状況

区　　分
（主な内容） 議決結果

中
野
留
美
子

山

室

秀

隆

加

藤

幸

雄

義

浦

英

昭

吉

田

康

弘

藤

本

雅

明

白

井
　

中

福

島

正

力

中

田

正

樹

石

田

義

弘

嶋

田

幸

恵

沼

田

信

良

中

西

正

史

尾

山

喜

次

砂

田

喜

昭

宮

西

佐

作

補
正
予
算

議案第37号 平成27年度小矢部市一般会計補正予算（第２号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
は
表
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第38号 平成27年度小矢部市公共用地先行取得事業特別会計補正予

算（第１号）
原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 平成27年度小矢部市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 平成27年度小矢部市後期高齢者医療事業特別会計補正予算
（第１号）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 平成27年度小矢部市農業集落排水事業特別会計補正予算
（第１号）

（補正予算の概要は２ページを参照ください）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条

例

の

制

定

改

廃

議案第42号 小矢部市道の駅条例の一部改正
・現行の施設管理体制が複雑であることから、施設管理
の一元化を図るため、条例の一部を改正するもの。（平
成28年４月１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第43号 小矢部市個人情報保護条例の一部改正	
・番号法（マイナンバー制度）の施行に伴い、条例の一
部を改正するもの。（平成27年10月５日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第44号 小矢部市税条例の一部改正	
・地方分権の観点から、地方税の猶予制度（徴収猶予・
換価の猶予）と減免措置については、地域の実情に応じ
て条例で定めることとされたため、条例の一部を改正す
るもの。（平成28年４月１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第45号 小矢部市手数料条例の一部改正
・番号法（マイナンバー制度）の施行に伴い、通知カー
ドと個人番号カードの再発行に係る手数料を定めるため、
条例の一部を改正するもの。（平成27年10月５日・平成
28年１月１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第46号 小矢部市国民健康保険税条例の一部改正
・地方分権の観点から、地方税の猶予制度（徴収猶予・
換価の猶予）と減免措置については、地域の実情に応じ
て条例で定めることとされたため、条例の一部を改正す
るもの。（平成28年４月１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第47号 小矢部市総合会館条例の一部改正
・施設の管理運営方法を指定管理者制度から直営に変更
するため、条例の一部を改正するもの。（平成28年４月
１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第48号 小矢部市勤労青少年ホーム条例の一部改正
・施設の管理運営方法を指定管理者制度から直営に変更
するため、条例の一部を改正するもの。（平成28年４月
１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第49号 小矢部市体育施設条例及び小矢部市文化スポーツセンター
条例の一部改正

・夜間照明施設（若林運動公園グラウンドの夜間照明施
設を除く。）と文化スポーツセンターに利用料金制度を
導入するため、条例の一部を改正するもの。（平成28年
４月１日から施行）

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第50号 小矢部市美術活動拠点施設整備基金条例の廃止
・アートハウスおやべが完成し、基金のすべてを整備事
業に充てたため、条例を廃止するもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他

議案第51号 平成26年度小矢部市水道事業会計剰余金の処分について
・地方公営企業法第32条第２項及び第３項の規定により、
剰余金の処分を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人
事
案
件

同意第３号 小矢部市教育委員会委員の任命
（人事案件の概要は２ページを参照ください）　

同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

請願第７号 ＴＰＰ交渉に関する請願
請願者 農民連（農民運動全国連絡会）砺波支部小矢部班
代表　辻慶輝（紹介議員 砂田喜昭）

不採択 × × × × × × × × × × × × × ○ ×

議員提出議案第４号	 小矢部市議会会議規則の一部改正
・近年の男女共同参画の状況に鑑み、出産に伴う議会及
び委員会の欠席に関する規定を新たに設けるため、所要
の改正を行うもの。

原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（賛否）○：賛成　×：反対
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９月定例会で報告された事項

財
政
状
況
等
報
告

報告第５号 平成26年度小矢部市継続費精算報告

報告第６号 健全化判断比率の報告

報告第７号 資金不足比率の報告

９月定例会で継続審査とされた決算認定議案

決
算
認
定
議
案

認定第１号 平成26年度小矢部市一般会計歳入歳出決算

認定第２号 平成26年度小矢部市公共用地先行取得事業特別会計歳入歳出決算

認定第３号 平成26年度小矢部市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定第４号 平成26年度小矢部市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算

認定第５号 平成26年度小矢部市下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定第６号 平成26年度小矢部市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算

認定第７号 平成26年度小矢部市東部産業団地事業特別会計歳入歳出決算

認定第８号 平成26年度小矢部市水道事業会計決算

■ 陳情の処理状況

陳
情

陳情第１号 地域の誇りに関する陳情書
陳情者 おやべルネサンス市民会議委員
　　　 とやまふるさとの会
　　　 　加賀谷辰夫
　　　 　五十嵐清

採択

  （
会
期
22
日
間
）            

４
日	

本
会
議

８
日	

本
会
議
（
提
案
理
由
説
明
）

	

全
員
協
議
会

９
日	

議
案
調
査
日

10
日	

議
案
調
査
日

11
日	

議
案
調
査
日

14
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

本
会
議
（
代
表
・
一
般
質
問
）

15
日	

本
会
議
（
一
般
質
問
）

16
日	

民
生
文
教
常
任
委
員
会

	

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

17
日	

産
業
建
設
常
任
委
員
会

	

人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

18
日	

総
務
常
任
委
員
会

24
日	

決
算
特
別
委
員
会

	

委
員
長
会
議

	

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

25
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

全
員
協
議
会

	

本
会
議
（
質
疑･

討
論･

表
決
他
）

9
月
定
例
会
の

　

審

議

経

過
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議 会 議 員 構 成
議 　 長 石

いし

田
だ

　義
よしひろ

弘 副 議 長 義
よしうら

浦　英
ひであき

昭

総 務 常 任 委 員 会 委員長　藤
ふじもとまさあき

本雅明　　　副委員長　加
か

藤
とうゆき

幸雄
お

　
委　員　石

いし だ よしひろ

田義弘　　尾
お

山
やまきい

喜次
じ

　　砂
すな

田
た

喜
よしあき

昭

民生文教常任委員会 委員長　中
なか だ まさ

田正樹
き

　　　副委員長　山
やまむろひでたか

室秀隆　
委　員　吉

よし

田
だ

康
やすひろ

弘　　白
しら

井
い

　中
あたる

　　嶋
しま

田
だ

幸
ゆき

恵
え

　　沼
ぬま

田
だ

信
のぶよし

良

産業建設常任委員会 委員長　福
ふくしましょうりき

島正力　　　副委員長　義
よしうらひであき

浦英昭　
委　員　中

なか の 

野留
る み こ

美子　中
なかにし

西正
まさ

史
し

　　宮
みやにし さ さく

西佐作

議 会 運 営 委 員 会 委員長　中西正史　　　副委員長　沼田信良　
委　員　吉田康弘　　藤本雅明　　福島正力　　中田正樹

駅周辺整備特別委員会
委員長　尾山喜次　　　副委員長　吉田康弘　
委　員　中野留美子　義浦英昭　　藤本雅明　　福島正力　　中西正史
　　　　砂田喜昭

人口対策等特別委員会 委員長　沼田信良　　　副委員長　中田正樹　
委　員　山室秀隆　　加藤幸雄　　白井　中　　嶋田幸恵　　宮西佐作

決 算 特 別 委 員 会
委員長　宮西佐作　　　副委員長　中田正樹　
委　員　中野留美子　山室秀隆　　加藤幸雄　　藤本雅明　　白井　中
　　　　福島正力　　嶋田幸恵　　尾山喜次　　砂田喜昭

議会だより編集委員会 委　員　藤本雅明　　福島正力　　中田正樹　　石田義弘

議会選出委員等
監 査 委 員 沼田信良
小矢部川中流水害予防組合議会議員 白井　中　　石田義弘　　宮西佐作
砺波地方衛生施設組合議会議員 吉田康弘　　福島正力　　中西正史
砺波地方介護保険組合議会議員 義浦英昭　　石田義弘　　嶋田幸恵　　宮西佐作
砺 波 地 域 消 防 組 合 議 会 議 員 藤本雅明　　白井　中　　中田正樹　　沼田信良
高岡地区広域圏事務組合議会議員 吉田康弘　　藤本雅明　　中西正史
民 生 委 員 推 薦 会 委 員 山室秀隆　　義浦英昭
国民健康保険運営協議会委員 白井　中　　中西正史　　砂田喜昭
上 水 道 審 議 会 委 員 加藤幸雄　　福島正力　　沼田信良
市 勢 総 合 計 画 審 議 会 委 員 義浦英昭　　藤本雅明　　福島正力　　中田正樹　　石田義弘
公 害 対 策 審 議 会 委 員 中野留美子　加藤幸雄　　吉田康弘
都 市 計 画 審 議 会 委 員 山室秀隆　　吉田康弘　　福島正力　　石田義弘　　尾山喜次
交 通 安 全 対 策 協 議 会 委 員 義浦英昭
有線テレビジョン放送番組審議会委員 石田義弘
寿 永 荘 運 営 委 員 会 委 員 藤本雅明　　福島正力　　中田正樹
小 矢 部 市 土 地 開 発 公 社 理 事 中野留美子　山室秀隆　　砂田喜昭
公益財団法人クロスランドおやべ理事 嶋田幸恵　　尾山喜次　　宮西佐作

平成 27年 9月25日現在
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代
表
質
問

会
派「
誠せ

い

流り
ゅ
う

」

中な
か

西に
し　

正ま
さ

史し　

議
員

◎稲葉山について
◎中小企業大学校について

◎
稲
葉
山
に
つ
い
て

質
問　

こ
れ
ま
で
稲
葉
山
は
県
西
部
の

公
共
育
成
牧
場
と
し
て
の
役
割
、
そ
し

て
優
良
肉
質
牛
の
生
産
供
給
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
昨
今
、

本
市
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
で
、
稲
葉
山
に
対
す
る
期
待
が

以
前
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
優
良
肉
質

牛
の
生
産
供
給
に
携
わ
る
人
材
の
見
通

し
や
市
財
政
か
ら
投
入
さ
れ
て
い
る
公

費
等
を
考
え
る
と
、
現
在
の
形
態
を
こ

の
ま
ま
続
け
て
よ
い
も
の
か
懸
念
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
民
間
の
活
力
や

ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
、
稲
葉
山
全
体

を
捉
え
た
稲
葉
山
総
合
計
画
を
立
ち
上

げ
、
将
来
に
向
け
て
展
開
を
図
っ
て
い

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
市
長

の
見
解
を
問
う
。

市
長　

稲
葉
山
牧
野
は
、
昭
和
41
年
の

開
設
当
初
は
乳
用
牛
の
預
託
育
成
が
主

で
あ
っ
た
が
、
平
成
15
年
か
ら
和
牛
の

繁
殖
肥
育
一
貫
生
産
に
取
り
組
み
、
平

成
22
年
に
は
「
稲
葉
メ
ル
ヘ
ン
牛
」
を

商
標
登
録
す
る
な
ど
、
優
良
肉
質
牛
の

生
産
供
給
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
き
た
。
現
在
は
年
間
80
頭
の
出

荷
を
目
標
と
し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に

そ
の
上
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
観
光
面
で
は
、
平
成
10
年
に

稲
葉
山
山
頂
に
ミ
ニ
動
物
園
と
し
て
稲

葉
山
ふ
れ
あ
い
動
物
広
場
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
、
平
成
23
年
に
は
駐
車
場
の
新
設

や
展
示
ス
ペ
ー
ス
の
改
修
を
行
っ
て
き

た
。
現
在
、
年
間
３
万
人
も
の
入
園
が

あ
る
施
設
と
な
り
、
稲
葉
山
山
頂
エ
リ

ア
は
市
内
で
も
有
数
の
観
光
地
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
推

進
の
観
点
か
ら
、
稲
葉
山
で
は
牧
場
か

ら
出
る
牛
糞
を
堆
肥
化
し
て
牧
草
地
で

散
布
す
る
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
お

り
、
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
畜
産
振
興
の
拠
点
と

し
つ
つ
も
、
第
６
次
総
合
計
画
に
お
い

て
は
、「
稲
葉
山
・
宮
島
峡 

癒
し
の
観

光
ゾ
ー
ン
構
想
」
と
し
て
位
置
付
け
し
、

将
来
に
向
け
て
一
体
的
に
整
備
す
る
こ

と
に
よ
り
、
多
く
の
人
々
が
気
軽
に
訪

れ
る
観
光
地
を
目
指
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

も
描
い
て
い
る
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
開
業
効
果
も
生
か
し
、
稲
葉
山
が

宮
島
峡
と
一
体
と
な
っ
た
身
近
な
観
光

地
と
な
る
よ
う
、
産
業
建
設
部
を
中
心

と
し
た
庁
内
の
関
係
課
に
よ
る
検
討
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
稲
葉
山
総
合
計
画

と
も
い
う
べ
き
中
長
期
的
な
プ
ラ
ン
を

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
中
小
企
業
大
学
校
に
つ
い
て

質
問　

中
小
企
業
庁
は
、
地
方
研
修
施

設
構
想
に
基
づ
き
、
全
国
12
ブ
ロ
ッ
ク

の
う
ち
９
ブ
ロ
ッ
ク
に
中
小
企
業
大
学

校
を
開
設
し
て
い
る
が
、
平
成
７
年
の

南
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
校（
熊
本
県
人
吉
校
）

を
最
後
に
開
設
し
て
い
な
い
。
本
市
は
、

北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
校
を
誘
致
す
る
た
め
平

成
６
年
に
約
6.9
ha
の
土
地
を
１
億
270
万

円
で
取
得
し
、
県
を
通
じ
て
開
設
の
要

望
を
行
っ
て
い
る
が
、
20
年
余
り
そ
の

土
地
は
塩
漬
け
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
山
林
保
全
は
不
能
に
陥
り
、
有

害
鳥
獣
被
害
も
増
加
し
て
い
る
状
況
で

あ
る
。
私
自
身
、
少
し
で
も
前
進
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
で
あ
り
、
今
後
進
展

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
が
、
市

長
の
見
解
を
問
う
。

市
長　

中
小
企
業
大
学
校
は
、
も
の
づ

く
り
を
支
え
る
中
小
企
業
の
発
展
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
目
的
に
、
中
小
企

業
の
経
営
者
・
管
理
者
や
支
援
担
当
者

を
対
象
と
し
て
、
各
地
域
の
経
済
産
業

の
特
色
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
高
度
な

研
修
を
行
う
た
め
、
現
在
ま
で
全
国
の

12
ブ
ロ
ッ
ク
に
９
校
が
開
校
さ
れ
て
い

る
。
県
で
は
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
校
の
開
設

に
向
け
、
昭
和
55
年
か
ら
国
等
へ
継
続

的
に
要
望
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
５
年

に
は
県
内
の
候
補
地
と
し
て
本
市
を
選

定
し
た
。
本
市
で
は
平
成
６
年
に
北
陸

自
動
車
道
小
矢
部
Ｉ
Ｃ
に
近
い
南
部
丘

陵
地
で
あ
る
平
桜
・
小
森
谷
地
内
に
約

6.9
ha
を
取
得
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
平
成
７
年
の
熊
本
県
人
吉
校
の
開

設
を
最
後
に
、
残
り
３
ブ
ロ
ッ
ク
（
北

陸
・
四
国
・
西
東
北
）
の
整
備
が
計
画

未
定
の
ま
ま
現
在
に
至
っ
て
お
り
、
県

内
の
受
講
者
は
愛
知
県
瀬
戸
校
や
新
潟

県
三
条
校
で
受
講
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
県
で
は
富
山
県
中
小
企
業
大
学
校

と
し
て
、
研
修
テ
ー
マ
を
設
け
時
代
に

即
応
し
た
講
義
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
中
小
企
業
大

学
校
は
、
今
な
お
地
域
に
お
け
る
中
小

企
業
の
発
展
や
振
興
、
人
材
育
成
の
た

め
に
重
要
な
施
設
だ
と
考
え
て
い
る
。

国
で
は
中
小
企
業
大
学
校
の
今
後
の
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
そ
の
方
向
性
が
明
ら
か
に
さ
れ

な
い
間
は
、
開
設
に
向
け
て
要
望
を
継

続
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
候
補
地
の
用
地
を
取
得
し
て

20
年
余
り
が
経
過
し
、
い
わ
ゆ
る
塩
漬

け
状
態
が
長
く
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

県
と
も
協
議
し
、
今
後
中
小
企
業
大
学

校
に
替
わ
る
研
究
施
設
、
公
的
施
設
等

の
誘
致
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。
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一
般
質
問

＊用語解説
　「フレイル」……　�日本老年医学会が提唱する高齢者の筋力や活動が低下

する状態（虚弱）。

◎アウトレット効果と活用について
◎無料職業紹介所の新設について
◎明るい超高齢社会を目指して

白し
ら

井い　
　

中
あ
た
る　

議
員

質
問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
に

は
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
人
の
雇

用
が
生
ま
れ
る
と
の
触
れ
込
み
で

あ
っ
た
が
思
っ
た
ほ
ど
成
果
が
上

が
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

本
市
の
有
効
求
人
倍
率
は
高
い
数

値
で
推
移
し
て
い
る
が
、
今
後
、

地
元
雇
用
は
ど
う
な
る
と
考
え
て

い
る
か
。

企
画
室
次
長　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
オ
ー
プ
ン
が
７
月
で
あ
り
、

新
規
学
卒
者
の
採
用
が
間
に
合
わ

な
か
っ
た
こ
と
も
人
手
不
足
の
要

因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
現
在
、

県
高
等
学
校
キ
ャ
リ
ア
教
育
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
と
連
携
し
、
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
、
地
元
雇
用
の
拡

大
に
努
め
て
い
る
。
今
後
は
、
毎

年
新
規
学
卒
者
を
採
用
す
る
機
会

が
あ
る
の
で
、
人
手
不
足
は
緩
和

さ
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

団
塊
の
世
代
が
退
職
し
、

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
雇
用

対
策
は
最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で

あ
る
。
労
働
力
の
需
給
調
整
を
行

う
職
業
紹
介
事
業
は
、
今
後
さ
ら

に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
無
料
職
業
紹
介
所
の
開
設

を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
室
次
長　

地
方
公
共
団
体
に
よ

る
無
料
職
業
紹
介
事
業
は
、
管
轄

の
労
働
局
を
経
て
厚
生
労
働
大
臣

に
事
業
届
出
書
を
提
出
す
る
こ
と

で
開
設
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

職
業
紹
介
責
任
者
や
専
門
職
員
の

育
成
・
配
置
が
必
要
に
な
る
。
運

営
に
係
る
人
件
費
や
事
務
費
等
を

考
慮
す
る
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
な

み
小
矢
部
出
張
所
が
所
在
す
る
本

市
に
お
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
と
本
市
の
専
門
的
知
識
を

生
か
し
つ
つ
、
相
互
の
役
割
を
尊

重
し
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
雇
用

者
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

厚
生
労
働
省
で
は
、
来
年

度
か
ら
後
期
高
齢
者
の
保
健
事
業

の
充
実
と
し
て
栄
養
指
導
等
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
従
来
の
メ
タ
ボ
対
策
か
ら

フ
レ
イ
ル
対
策　

へ
の
円
滑
な
移

行
に
取
り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

民
生
部
長　

モ
デ
ル
事
業
の
詳
細

な
内
容
は
発
表
さ
れ
て
い
な
い
が
、

詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
関
係
課
と

連
携
し
て
高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
予

防
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今

後
、
フ
レ
イ
ル
状
態
の
早
期
把
握

等
に
取
り
組
む
こ
と
で
健
康
寿
命

の
延
伸
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

◎鳥獣被害の状況と対策について
◎小矢部市都市計画マスタープランについて
◎小矢部市人口ビジョン（案）から見る対策について
◎図書館の利用について

加か

藤と
う　

幸ゆ
き

雄お　

議
員

質
問

質
問　

今
年
に
入
り
、
イ
ノ
シ
シ

の
捕
獲
数
が
激
増
し
て
い
る
。
有

害
鳥
獣
対
策
協
議
会
で
は
捕
獲
し

た
イ
ノ
シ
シ
の
利
活
用
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
次
長　

こ
れ
ま
で
は
農
作
物

被
害
の
拡
大
防
止
を
目
的
と
し
て
、

研
修
会
の
開
催
や
電
気
柵
・
捕
獲

用
檻お

り

の
整
備
を
図
っ
て
き
た
が
、

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
数
が
増
え
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
捕
獲
後
の

処
理
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

現
在
策
定
中
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
20
年
後
の
都

市
の
姿
を
展
望
し
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
少
子
高
齢
化
が
よ
り
一

層
進
展
す
る
社
会
を
想
定
し
た
計

画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

今
後
予
想
さ
れ
る
急

激
な
人
口
減
少
と
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
高
齢
者
に
と
っ
て
、
健
康
で

快
適
な
生
活
環
境
を
実
現
す
る
た

め
に
、
歩
い
て
暮
ら
せ
る
集
約
型

ま
ち
づ
く
り
、
い
わ
ゆ
る
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
形
成
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
で

は
２
０
６
０
年
の
目
標
人
口
を
２

万
２
千
人
と
設
定
し
、
２
０
４
０

年
以
降
の
合
計
特
殊
出
生
率
を

２
・
07
に
ま
で
引
き
上
げ
る
と
し

て
い
る
。
か
な
り
厳
し
い
設
定
だ

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　

目
標
人
口
の
達
成
に
は
、

総
合
戦
略
に
掲
げ
る
４
つ
の
基
本

目
標
を
確
実
に
推
進
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
が
、
特
に
合
計
特
殊
出

生
率
に
つ
い
て
は
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
人
口
減
少
問
題
を
将
来
の

社
会
保
障
に
も
影
響
す
る
個
々
の

問
題
と
し
て
捉
え
、
今
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
て
、
と
も
に
実
行
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

昨
年
度
の
市
民
図
書
館
の

入
館
者
数
は
約
６
万
人
、
お
と
ぎ

の
館
は
約
３
万
人
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
民
図
書
館
の
入
館
者
数
が

か
な
り
少
な
い
と
思
う
の
だ
が
、

魅
力
あ
る
図
書
館
と
は
ど
う
あ
る

べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

現
市
民
図
書
館
は
施

設
の
老
朽
化
、
利
用
の
し
づ
ら
さ
、

ス
ペ
ー
ス
不
足
等
の
課
題
が
あ
る
。

魅
力
あ
る
図
書
館
と
は
、
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
全
て
の
市
民
が

く
つ
ろ
ぎ
と
安
ら
ぎ
の
中
で
い
つ

で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る
施
設
で

あ
り
、
現
在
策
定
中
の
新
図
書
館

基
本
設
計
業
務
で
は
、「
気
軽
に

立
ち
寄
っ
て
、
居
心
地
よ
く
、
学

べ
る
図
書
館
」
を
基
本
理
念
に
検

討
し
て
い
る
。

質
問

＊
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一
般
質
問

◎教育委員会制度改革と総合教育会議について
◎中学校教科書の採択について
◎ふるさと納税制度について

中な
か

田だ　

正ま
さ

樹き　

議
員

質
問　

教
育
委
員
会
制
度
の
改
革

に
よ
り
、
新
教
育
長
の
責
任
が
格

段
に
重
く
な
っ
た
が
、
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。
ま
た
、

市
長
が
教
育
行
政
に
お
い
て
果
た

す
責
任
や
役
割
が
明
確
に
な
っ
た

が
、
市
長
の
意
気
込
み
を
問
う
。

教
育
長　

私
自
身
、
こ
れ
ま
で
も

回
避
す
る
こ
と
な
く
責
任
を
も
っ

て
職
務
に
あ
た
っ
て
き
た
。
経
過

措
置
と
い
う
こ
と
で
本
来
の
新
教

育
長
で
は
な
い
が
、
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
矢
面
に
立
っ
て
解
決

す
る
こ
と
は
当
然
の
責
務
で
あ
る
。

市
長　

こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
委

員
会
と
連
携
し
、
学
校
や
子
ど
も

た
ち
の
教
育
環
境
を
良
く
す
る
た

め
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
約
束
し
た
い
。

質
問　

今
年
８
月
、
来
年
度
か
ら

中
学
校
で
使
用
さ
れ
る
教
科
書
が

採
択
さ
れ
た
。
義
務
教
育
に
お
い

て
は
、
道
徳
や
公
共
の
精
神
、
規

範
意
識
、
国
や
郷
土
を
愛
す
る
心

を
育
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
今

回
採
択
さ
れ
た
教
科
書
で
は
「
国

旗
・
国
歌
」、「
領
土
」、「
近
現
代

史
」
の
記
述
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

っ
た
の
か
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　
「
国
旗
・
国
歌
」
に

つ
い
て
は
公
民
や
歴
史
の
教
科
書

で
記
述
の
改
善
や
内
容
の
充
実
が

図
ら
れ
て
い
る
。「
領
土
」
に
つ

い
て
は
歴
史
と
地
理
の
教
科
書
で

学
習
指
導
要
領
の
内
容
が
十
分
に

記
述
さ
れ
て
い
る
。「
近
現
代
史
」

に
つ
い
て
は
実
際
に
様
々
な
議
論

が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
記
述
さ
れ

て
い
る
。
社
会
の
教
科
書
は
検
証

す
べ
き
項
目
が
多
岐
に
わ
た
っ
て

お
り
、
課
題
も
多
い
状
況
で
あ
る

が
、
今
回
採
択
さ
れ
た
教
科
書
に

つ
い
て
は
適
切
な
記
述
が
な
さ
れ

て
い
る
と
理
解
し
て
お
り
、
内
容

の
充
実
も
図
ら
れ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
。

質
問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自
分

を
育
ん
で
く
れ
た
自
治
体
に
自
ら

の
意
志
で
寄
附
で
き
る
趣
旨
で
生

ま
れ
た
制
度
で
あ
る
が
、
本
来
の

趣
旨
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

例
え
ば
、
大
都
市
の
自
治
体
に
就

職
し
た
場
合
に
は
、
高
校
卒
業
ま

で
住
ん
で
い
た
自
治
体
に
数
年
間
、

税
金
が
入
る
仕
組
み
に
改
め
る
と

い
う
発
想
の
転
換
が
必
要
で
は
な

い
か
。
地
方
創
生
の
理
念
に
か
な

っ
た
新
制
度
と
し
て
国
に
提
唱
す

る
考
え
は
な
い
か
。

企
画
室
長　

新
た
な
税
制
へ
の
転

換
は
国
の
税
制
の
根
幹
に
関
わ
る

問
題
で
あ
る
。
本
市
が
今
す
べ
き

こ
と
は
、
大
都
市
に
進
学
し
た
若

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
取
組

だ
と
考
え
て
い
る
。

◎小矢部市総合戦略策定について 藤ふ
じ
も
と本 　

雅ま
さ
あ
き明　

議
員

質
問　

総
合
戦
略
は
、
将
来
の
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
も
と
に
、
本
市
の

実
情
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
て

策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
総
合
戦

略
の
策
定
に
向
け
、
本
市
が
最
優

先
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
・
施
策

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

市
長　

最
優
先
に
取
り
組
む
べ
き

課
題
・
施
策
は
人
口
減
少
対
策
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
各
種
の
定
住
促

進
施
策
や
子
育
て
支
援
施
策
等
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、

社
会
動
態
に
お
い
て
若
干
の
改
善

が
認
め
ら
れ
た
。
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
の
誘
致
に
よ
り
、
既
存
企

業
の
事
業
拡
大
、
新
た
な
産
業
や

起
業
機
会
の
創
出
、
近
隣
市
か
ら

通
勤
す
る
若
い
女
性
の
急
増
等
の

効
果
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の

機
会
を
最
大
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、

定
住
促
進
と
人
口
増
加
に
つ
な
げ

る
た
め
に
「
女
性
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
と
し
た
施
策
を
掲
げ
、
総
合
戦

略
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

質
問　

国
は
、
総
合
戦
略
の
進
捗

に
関
し
て
、
重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
で
検
証
し
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
サ
イ
ク
ル　

を
通
じ
て
改
善
を

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

今
後
、
進
捗
状
況
や
効
果
の
把
握

は
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
の

か
。

　
　
　
　
　

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

を
確
立
し
、外
部
組
織
で
あ
る「
お

や
べ
ル
ネ
サ
ン
ス
市
民
会
議
」
の

参
画
を
得
て
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
軸
と
し

た
施
策
の
点
検
・
評
価
を
定
期
的
・

段
階
的
に
行
い
、
達
成
・
進
捗
状

況
が
思
わ
し
く
な
い
施
策
に
つ
い

て
は
、
優
先
度
に
応
じ
て
重
点
的

に
取
り
組
む
な
ど
改
善
に
結
び
付

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

近
隣
市
と
比
べ
る
と
、
本

市
に
は
気
に
な
る
子
ど
も
を
早
期

発
見
し
、
支
援
す
る
仕
組
み
が
構

築
さ
れ
て
い
る
。
子
育
て
相
談
窓

口
で
あ
る
「
こ
あ
ら
相
談
会
」
に

つ
い
て
問
う
。
ま
た
、
子
ど
も
が

外
で
遊
ば
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、

こ
と
ば
の
発
声
に
大
切
な
体
幹
が

育
ち
に
く
い
と
聞
い
て
い
る
。「
こ

と
ば
の
教
室
」
の
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
問
う
。

民
生
部
次
長　
「
こ
あ
ら
相
談
会
」

の
相
談
件
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、

発
達
の
遅
れ
に
対
す
る
理
解
が
得

ら
れ
に
く
く
、
専
門
機
関
へ
つ
な

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
が
あ
る
。

ま
た
、
体
や
手
先
を
動
か
す
運
動

が
こ
と
ば
の
発
達
に
効
果
的
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後
、

「
こ
と
ば
の
教
室
」
に
作
業
療
法

士
の
勤
務
を
計
画
し
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

企
画
室
長

＊用語解説
　「重要業績評価指標（ＫＰＩ）」
　　……　�施策ごとの進捗状況を検証するために設定する指標。
　「ＰＤＣＡサイクル」
　　……　�ＰＬＡＮ（計画）、ＤＯ（実施）、ＣＨＥＣＫ（評価）、ＡＣＴＩＯＮ（改善）の４つの視

点をプロセスの中に取り込むことで、継続的な改善を推進するマネジメントの手法。

＊

＊
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◎市長は戦争法案廃案を表明してください
◎認知症は治る、
　　そのためにも介護職員の処遇改善と教育で介護職場の改善を
◎少人数学級の実現と多人数学級支援講師対象学年の拡大を
◎特定健診と厚生連高岡病院の半日ドックの活用について
◎完全米飯給食と地産地消の推進について
◎新子ども・子育て支援制度による保育料の算定と減免制度について

砂す
な

田た　

喜よ
し

昭あ
き　

議
員

質
問　

国
会
で
の
審
議
を
通
じ
て
、

戦
争
法
案
が
日
本
の
安
全
を
守
る

た
め
ど
こ
ろ
か
、
外
国
で
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
に
加
担
す
る
内
容
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
日

本
共
産
党
が
取
り
組
ん
で
い
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
戦
争
法
案

反
対
の
声
が
圧
倒
的
多
数
で
届
い

て
い
る
。
市
長
は
こ
う
し
た
市
民

の
声
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

市
長　

市
民
の
中
に
多
様
な
意
見

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
市
民
の

願
い
や
託
さ
れ
た
思
い
に
応
え
た

い
と
思
う
が
、
外
交
防
衛
の
分
野

は
国
の
専
権
事
項
で
あ
る
た
め
、

参
議
院
に
お
い
て
充
実
し
た
審
議

を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

質
問　

私
は
「
家
族
で
治
そ
う
認

知
症
」
講
座
で
認
知
症
は
治
せ
る

と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。「
認
知

症
あ
ん
し
ん
生
活
実
践
塾
」
を
誘

致
し
、
高
齢
者
介
護
事
業
所
の
水

準
を
高
め
れ
ば
、
元
気
で
長
生
き

の
社
会
に
で
き
る
。
そ
の
た
め
に

も
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
と
教

育
で
介
護
職
場
の
改
善
を
図
る
こ

と
が
重
要
だ
。
見
解
を
問
う
。

民
生
部
長　

い
ろ
い
ろ
な
認
知
症

対
応
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

「
認
知
症
あ
ん
し
ん
生
活
実
践
塾
」

に
つ
い
て
も
広
く
情
報
を
収
集
し

考
え
て
み
た
い
。
平
成
27
年
度
の

介
護
報
酬
改
善
に
よ
り
職
員
の
処

遇
改
善
に
は
研
修
の
実
施
が
必
須

と
な
っ
た
。
介
護
職
員
の
技
能
・

能
力
向
上
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
の
た
め
に
も
必
要
な
施
策
だ

と
考
え
て
い
る
。

質
問　

日
本
共
産
党
は
、
防
衛
費

な
ど
の
国
の
予
算
の
使
途
を
見
直

し
、
国
の
制
度
と
し
て
小
中
学
校

の
35
人
学
級
を
計
画
的
・
段
階
的

に
実
現
す
る
提
案
を
行
っ
て
い
る
。

市
と
し
て
も
要
望
し
て
ほ
し
い
と

思
う
が
、
見
解
を
問
う
。

教
育
長　

35
人
学
級
の
拡
大
に
つ

い
て
は
、
特
に
支
援
が
必
要
な
児

童
の
増
加
等
に
よ
り
適
用
拡
大
を

求
め
る
声
が
多
い
こ
と
か
ら
、
関

係
団
体
を
通
じ
て
国
・
県
に
要
望

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

厚
生
連
高
岡
病
院
の
半
日

ド
ッ
ク
は
検
査
項
目
が
充
実
し
て

お
り
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

役
立
っ
て
い
る
。
市
民
の
健
康
を

守
る
た
め
、
本
市
も
高
岡
市
と
同

様
、
い
な
ば
農
協
に
対
し
て
助
成

を
し
て
は
ど
う
か
。

民
生
部
長　

ド
ッ
ク
助
成
は
、
原

則
、
市
内
医
療
機
関
を
対
象
と
し

て
お
り
、
北
陸
中
央
病
院
で
の
受

け
入
れ
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
に

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。

※�

そ
の
他
、
次
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

「
完
全
米
飯
給
食
と
地
産
地
消
の

推
進
に
つ
い
て
」

「
新
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

に
よ
る
保
育
料
の
算
定
と
減
免
制

度
に
つ
い
て
」

◎アウトレット開業に伴う交通及び治安対策について
◎障害者を取り巻く環境整備について
◎介護人口増加に伴う人材育成及び確保について

嶋し
ま

田だ　

幸ゆ
き

恵え　

議
員

質
問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
が

オ
ー
プ
ン
し
て
、
多
く
の
観
光
客

が
本
市
を
訪
れ
て
い
る
。
治
安
対

策
を
強
化
し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
見

解
を
問
う
。

市
長　

小
矢
部
警
察
署
に
よ
る
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
防
犯
協
会
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

に
よ
る
巡
回
活
動
の
実
施
に
加
え
、

地
下
通
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
４
台
を

新
設
す
る
た
め
本
定
例
会
に
関
連

予
算
を
計
上
し
環
境
整
備
に
努
め

て
い
る
。
引
き
続
き
、
関
係
機
関

と
協
力
し
て
、
周
辺
地
域
の
防
犯

対
策
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質
問　

障
害
者
の
防
災
対
策
に
つ

い
て
は
日
頃
か
ら
の
防
災
訓
練
が

重
要
だ
と
思
う
。
障
害
者
の
総
合

防
災
訓
練
の
参
加
状
況
と
対
応
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

総
務
部
次
長　

現
状
で
は
重
度
の
視

覚
・
聴
覚
障
害
者
は
総
合
防
災
訓

練
に
は
参
加
し
て
い
な
い
。
現
在
、

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
対
象
者

の
中
で
、
自
主
防
災
組
織
や
民
生

委
員
児
童
委
員
に
個
人
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
方
々
の

名
簿
を
作
成
し
て
お
り
、
９
月
中

に
も
各
地
区
の
自
主
防
災
会
に
提

供
す
る
予
定
に
し
て
い
る
。
こ
の

名
簿
を
活
用
し
て
、
来
年
度
以
降

の
総
合
防
災
訓
練
で
は
障
害
者
の

避
難
誘
導
や
避
難
所
に
お
け
る
支

援
等
の
訓
練
を
盛
り
込
み
た
い
と

考
え
て
い
る
。
ま
た
各
地
区
の
防

災
訓
練
に
お
い
て
も
同
様
に
訓
練

さ
れ
る
よ
う
、
自
主
防
災
組
織
連

絡
協
議
会
を
通
じ
て
働
き
か
け
て

い
き
た
い
。

質
問　

福
祉
大
学
を
本
市
に
誘
致

し
て
は
ど
う
か
。
福
祉
大
学
で
あ

れ
ば
実
習
病
院
が
あ
り
、
卒
業
後

の
就
職
先
も
あ
る
。
本
市
の
人
口

増
加
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
福

祉
人
材
の
確
保
も
で
き
る
と
考
え

る
が
、
見
解
を
問
う
。

民
生
部
長　

福
祉
大
学
を
誘
致
す

る
こ
と
で
福
祉
人
材
の
確
保
や
若

者
人
口
の
増
加
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
、
県
内
の
介
護
福
祉
士
養
成

校
の
入
学
者
の
状
況
を
見
て
み
る

と
、
今
年
度
は
定
員
に
対
し
て

54
・
７
％
の
充
足
率
と
な
っ
て
い

る
。
今
後
、
よ
り
一
層
少
子
化
が

進
む
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
入

学
者
の
確
保
が
困
難
に
な
る
だ
け

で
な
く
、
相
手
先
や
用
地
・
設
備

等
に
巨
額
の
費
用
が
必
要
に
な
る

こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
は
か
な
り

の
困
難
を
伴
う
も
の
と
考
え
て
い

る
。
今
後
、
本
市
全
体
の
中
長
期

的
な
施
策
と
し
て
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一
般
質
問

質
問

質
問
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一
般
質
問

◎三井アウトレットパーク北陸小矢部とのタイアップ事業について
◎おやべ光のまち創出事業について
◎小矢部市家庭児童相談室の現状について

中な
か

野の

留る

み

こ

美
子　

議
員

質
問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と

市
が
両
者
の
強
み
を
発
揮
し
、
よ

り
高
い
事
業
効
果
を
上
げ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え

た
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
を
企
画
し
、

実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
室
次
長　

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や

べ
で
は
、
８
月
に
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト

モ
ー
ル
が
実
施
し
た
「
夏
休
み
わ

く
わ
く
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に
参

加
し
、
タ
ワ
ー
へ
の
誘
客
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
今
後
も
ア

ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
と
タ
イ
ア
ッ

プ
事
業
を
継
続
的
に
実
施
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
既
に
次
の
企
画

に
向
け
て
11
の
提
案
を
も
と
に
具

体
的
な
話
し
合
い
を
始
め
て
い
る
。

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
来
場
者
に

市
内
施
設
を
周
遊
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
市
で
は
、
市
内
施
設
と

の
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
を
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
モ
ー
ル
側
に
働
き
か
け
る
と

と
も
に
、
事
業
効
果
が
高
ま
る
よ

う
広
域
観
光
案
内
所
を
は
じ
め
と

し
た
情
報
発
信
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

質
問　

ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー
ル
の

開
業
で
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い
る

と
き
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
新

た
な
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
お
や
べ
光
の
ま
ち
創

出
事
業
は
２
年
間
の
事
業
計
画
を

１
年
間
の
計
画
に
練
り
直
し
た
こ

と
は
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。
あ
ら

た
め
て
、
お
や
べ
光
の
ま
ち
創
出

事
業
の
事
業
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て
問
う
。

企
画
室
長　

お
や
べ
光
の
ま
ち
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ク
ロ
ス
ラ
ン
ド

お
や
べ
等
を
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、

市
内
の
回
遊
と
交
流
の
創
出
を
目

的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
お
や
べ
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
11
月

下
旬
を
目
途
に
、
タ
ワ
ー
周
辺
や

交
流
広
場
に
整
備
し
、
メ
ル
ヘ
ン

チ
ッ
ク
な
世
界
を
演
出
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

質
問　

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安

心
し
て
相
談
で
き
る
よ
う
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
に
相
談
窓
口
を
つ
く

り
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
な
さ

れ
る
環
境
を
望
ん
で
い
る
。
本
市

の
家
庭
児
童
相
談
室
の
現
状
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

民
生
部
次
長　

家
庭
児
童
相
談
室
へ

の
昨
年
度
相
談
件
数
は
１
０
２
３

件
で
あ
り
、
児
童
生
徒
か
ら
の
相

談
は
４
件
、
そ
の
他
は
保
護
者
や

関
係
者
か
ら
で
あ
っ
た
。
子
ど
も

の
悩
み
等
に
対
し
て
は
、
小
中
学

校
と
連
携
し
な
が
ら
、
家
庭
と
子

ど
も
に
最
も
効
果
的
な
援
助
が
で

き
る
よ
う
相
談
業
務
を
進
め
て
い

き
た
い
。

◎選挙年齢引き下げに対する市の対応について
◎宮島峡周辺の環境整備について
◎市職員の採用について
◎ホッケーで地方創生について

山や
ま
む
ろ室 

秀ひ
で
た
か隆　

議
員

質
問　

選
挙
年
齢
の
引
き
下
げ
に

伴
う
対
応
に
つ
い
て
、
政
治
や
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、
市

長
が
学
校
に
出
向
い
て
子
ど
も
た

ち
に
出
前
講
座
を
実
施
し
、
市
政

に
対
す
る
考
え
方
や
ま
ち
づ
く
り

の
思
い
を
伝
え
て
は
ど
う
か
。

企
画
室
長　

出
前
講
座
の
実
施
は
、

愛
郷
心
を
育
む
機
会
と
な
り
次
世

代
を
担
う
人
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
思
う
が
、
対
象
学
年
や
講
座
内

容
の
選
定
等
の
ほ
か
、
学
校
の
年

間
行
事
日
程
と
の
調
整
が
必
要
で

あ
り
、
学
校
や
教
育
委
員
会
と
十

分
な
協
議
が
必
要
だ
と
考
え
て
い

る
。

質
問　

観
光
客
が
初
め
て
宮
島
峡

を
訪
れ
る
際
、
道
路
の
幅
員
が
狭

い
箇
所
や
カ
ー
ブ
が
連
続
す
る
箇

所
が
あ
り
、
ど
れ
く
ら
い
で
目
的

地
に
着
く
の
か
わ
か
ら
ず
不
安
に

な
る
と
思
う
。
今
後
、
案
内
標
識

を
設
置
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

産
業
建
設
部
長　

宮
島
公
民
館
駐
車
場

の
観
光
案
内
看
板
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
、
一
の
滝
や
二
の
滝
な
ど

周
辺
観
光
地
ま
で
の
距
離
を
表
記

し
た
も
の
に
整
備
す
る
予
定
で
あ

る
。
宮
島
峡
は
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
か
ら
も
近
く
、
本
市
を
代
表

す
る
観
光
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

わ
か
り
や
す
い
案
内
に
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
　

本
市
に
は
30
〜
34
歳
の
技

術
職
員
が
１
人
も
い
な
い
。
Ｕ
・

Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン　

も
考
慮
し
て
、

本
市
へ
の
定
住
を
条
件
に
社
会
人

選
抜
を
実
施
す
る
な
ど
、
職
員
採

用
年
齢
の
引
き
上
げ
を
検
討
す
べ

き
で
な
い
か
。
見
解
を
問
う
。

総
務
部
次
長　

地
方
公
務
員
法
上
、

定
住
を
条
件
に
す
る
こ
と
は
困
難

だ
と
思
う
が
、
受
験
資
格
を
社
会

人
経
験
者
と
し
、
年
齢
要
件
を
引

き
上
げ
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ
、

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問　

地
方
創
生
の
一
環
と
し
て
、

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
す
る
女
子
ホ

ッ
ケ
ー
選
手
を
受
け
入
れ
る
企
業

へ
の
支
援
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

本
市
の
特
色
を
生
か
し
、
若
い
女

性
が
選
手
と
し
て
生
活
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
は
少
子
化
対
策

の
布
石
に
な
る
と
思
う
。
見
解
を

問
う
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

現
在
も
特
別
な
支
援

は
行
っ
て
い
な
い
し
、
ホ
ッ
ケ
ー

選
手
の
み
の
企
業
受
け
入
れ
支
援

は
考
え
て
い
な
い
。
若
い
女
性
の

雇
用
や
定
住
は
、
現
在
策
定
中
の

総
合
戦
略
の
中
で
も
主
要
な
施
策

と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
課
題
で

あ
る
た
め
、
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
選
手

も
含
め
、
総
合
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

質
問

質
問

＊用語解説
　「Ｕターン」　……　�地方から都市へ移住した後、再び出身地へ移住

すること。
　「Ｉターン」　……　�地方から都市へ、または都市から地方へ移住す

ること。
　「Ｊターン」　……　�地方から都市へ移住した後、出身地近くの地方

へ移住すること。

＊

質
問
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傍
聴
の
お
知
ら
せ

市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
様
の
傍
聴

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

本
会
議
を
傍
聴
さ
れ
た
い
方
は
、
会

議
当
日
、
議
会
事
務
局
に
て
傍
聴
券
の

交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
傍
聴
席
は

43
名
分
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
各
常
任
・
特
別
委
員
会
を
傍

聴
さ
れ
た
い
方
は
、
開
議
時
刻
の
１
時

間
前
か
ら
30
分
前
ま
で
の
間
に
、
議
会

事
務
局
で
傍
聴
の
申
し
込
み
を
し
て
く

だ
さ
い
。
定
員
は
先
着
５
名
で
す
。

※
電
話
、
口
頭
に
よ
る
申
し
込
み
は
で
き
ま

　
　

せ
ん
。

小矢部市議場

録
画
映
像
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
、
定
例
会
や

臨
時
会
の
本
会
議
を
ご
覧
い
た
だ
け
る

よ
う
、
小
矢
部
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
本
会
議
の
録
画
映
像
を
配
信
し
て

い
ま
す
。

録
画
映
像
は
、
本
会
議
開
催
日
の
お

お
む
ね
１
週
間
後
か
ら
配
信
し
て
い
ま

す
。
小
矢
部
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
「
議
会
中
継
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
て
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。（
議
会
開
催
年
や
発
言

者
を
選
択
し
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

小矢部市議会 議会中継ページ
http://www.gikai-web.com/dvl-oyabe/2.html

■ 市外からの行政視察
小矢部市議会では、全国各地の議会関係者の行政視察を受け入れています。

（平成 27 年６月 27 日〜９月３日）

年月日
視察来庁市町村議会
（委員会・会派）

人員（人）
視 察 内 容

議員 随行

27. ７.　１ 栃木県真
も

岡
おか

市議会
（総務常任委員会） ７ １ ・空き家の適正管理・活用制度について

７.　７ 新潟県阿賀野市議会
（産業建設常任委員会） ６ １ ・農業経営法人化の取組について

７.２４ 東京都墨田区議会
（会派） 12 − ・放課後出前教室について

・おやべスポーツクラブの取組について

７.２７ 兵庫県三木市議会
（会派） ２ − ・アウトレットモールの誘致について

７.２９ 奈良県葛城市議会
（厚生文教常任委員会） ７ ３ ・認知症安心ネット「小矢部市認知症地域支援体制構築等推進事業」

について

８.　６ 京都府南丹市議会
（厚生常任委員会） ７ ２ ・高齢者地域支援事業について

・富山型デイサービスについて

８.１０ 福井県永平寺町議会
（総務常任委員会） ６ ４ ・アウトレットモール誘致に至る経緯とその効果（見込み）について

〃 埼玉県深谷市議会
（会派） ６ − ・アウトレットモールのオープンまでの概要について

８.１８ 兵庫県高砂市議会
（会派） ７ − ・環境センターにおけるごみの持ち込みについて

８.２１ 大阪府守口市議会
（会派） ４ ２ ・公民館事業と社会教育について
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総
務
常
任
委
員
会

８
月
４
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�「
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
２
０
１
６
」協
働

発
行
に
関
す
る
協
定
に
つ
い
て

　
（
株
）ゼ
ン
リ
ン
と
の
間
で
、
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
協
働
発
行
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
防
災
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
来
年
４
月
に
全
世
帯
に
配
付
さ
れ

る
予
定
で
す
。

◎
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て

　

今
後
の
防
災
訓
練
の
実
施
に
つ
い
て
開
催

案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

•�

９
月
１
日
・
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
（
全
住
民
対
象
）

•�

９
月
27
日
・
総
合
防
災
訓
練
（
会
場
：
蟹
谷
小
学
校
）

閉
会
中
委
員
会
開
催
状
況

総合防災訓練

産
業
建
設
常
任
委
員
会

８
月
18
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

小
矢
部
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
の
分
譲

価
格
の
改
定
に
つ
い
て

　

不
動
産
鑑
定
の
結
果
等
を
考
慮
し
て
、
分

譲
価
格
が
約
２
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

◎�

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
に
係

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
つ

い
て

　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
目
標
年
次
：

平
成
45
年
）を
策
定
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト（
市
民
意
見
募
集
）を
実
施
す
る

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

８
月
７
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

市
内
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
介
護
老
人

保
健
施
設
で
の
研
修
状
況
に
つ
い
て

　

各
施
設
に
お
け
る
研
修
受
講
状
況
や
研
修

内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
介
護
保
険
事
業
者
事
故
報
告
に
つ
い
て

　

砺
波
地
方
介
護
保
険
組
合
管
内
と
市
内
に

お
け
る
事
故
報
告
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

◎�

入
所（
園
）児
童
数
の
推
移
及
び
乳
児

室
・
ほ
ふ
く
室
等
の
状
況
に
つ
い
て

　

保
育
所
・
幼
稚
園
の
入
所（
園
）児
童
数

（
22
〜
27
年
度
の
推
移
）と
乳
児
室
・
ほ
ふ
く

室
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎�

ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ
開
館
記
念
事
業

に
つ
い
て

　

ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ（
９
月
18
日
開
館
）

の
主
な
開
館
記
念
事
業
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

◎�

大
谷
利
勝
氏
か
ら
の
寄
附
採
納
願
い
に

つ
い
て

　

ふ
る
さ
と
教
育
の
推
進
を
目
的
に
、
大
谷

利
勝
氏（
東
京
都
）か
ら
不
動
産（
土
地
）に
係

る
寄
附
採
納
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

８
月
18
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

石
動
駅
乗
降
客
数
の
調
査
結
果
に
つ
い
て

　

石
動
駅
の
乗
降
客
数
調
査
（
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
モ
ー
ル
開
業
前
後
）
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
駅
南
駐
車
場
等
用
地
の
変
更
に
つ
い
て

　

駅
南
駐
車
場
等
用
地
と
し
て
取
得
し
た
一

部
の
土
地
に
つ
い
て
位
置
を
変
更
す
る
と
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

◎
駅
周
辺
整
備
基
本
設
計
の
策
定
に
つ
い
て

　

基
本
設
計
に
基
づ
く
施
設
概
要（
南
北
自

由
通
路
・
駅
施
設
・
新
跨こ

線せ
ん

橋き
ょ
う

階
段
）、
計

画
図
、
駅
周
辺
整
備
全
体
平
面
図
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

◎�

新
図
書
館
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

駅
舎
に
合
築
す
る
新
図
書
館
の
概
要
、
平

面
計
画
、
平
面
図
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

小矢部フロンティアパーク

石動駅
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人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

７
月
31
日
に
所
管
事
項
調
査
と
し
て
、
委

員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＊
市
当
局
か
ら
の
報
告
事
項

◎�

近
隣
市
町
に
お
け
る
税
金
及
び
公
共
料

金
等
の
比
較
に
つ
い
て

　

小
矢
部
市
と
近
隣
市
町（
富
山
市
・
高
岡

市
・
砺
波
市
・
南
砺
市
・
金
沢
市
・
津
幡
町
）

の
税
率
、
国
保
税（
料
）限
度
額
、
上
下
水
道

料
金
や
介
護
保
険
料
等
の
公
共
料
金
を
記
載

し
た
資
料
を
も
と
に
比
較
結
果
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

平成26年度議会事務事業評価報告
　８月 25 日の全員協議会において、石田議長が桜井市
長に議会事務事業評価報告書を手渡しました。
　石田議長は、来年度以降、事務事業を見直す際の参考
にするとともに各種施策の推進に向けて努力されるよう
桜井市長に求めました。

� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成26年度
決算額 委 員 会 評 価

防災事業費 総務課 150,922

・�防災行政無線が配備され、情報を提供する状況は整備されたが、今後は
天候や環境により情報が伝わりにくいことの解消に努めること。
・�民間企業や他自治体と災害時協力協定を締結している状況の中、市で保
管すべき備蓄品のあり方について検討していくこと。

定住促進対策事業費 企画政策課 59,917

・�社会動態の増に一定の成果を上げているため、今後も継続して事業を進
めること。
・�定住の受け皿である居住施設等については、現状を分析した上で対策を
検討していくこと。

津沢コミュニティプラザ管理運営費 津沢コミュニティ
プラザ 7,984・�築12年以上経過し、維持管理費は今後も増加していくと思われるため、修繕については計画的に継続して行うこと。

サイクリングターミナル管理費 企画政策課 11,261

・�施設の老朽化に伴い、経費の増が見込まれるため、修繕については長期
の計画をもって取り組むこと。
・�今後の整備について、合宿で多く使用されている現在の利用状況も考慮
しながら、個室の要望についても検討していくこと。

� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成26年度
決算額 委 員 会 評 価

集落営農法人化支援事業費 農林課 6,500
・�法人化に向けた支援にとどまることなく、集落営農組織等が法人化した
後も安定的・継続的に農業経営を行うことができるよう適切に指導やサ
ポートを行うこと。

畜産振興費 農林課 2,409・�飼料用米の活用等を通じて、本市畜産物の高付加価値化を図ること。

企業立地対策費 商工立地振興課 22,358・�既存企業の意向を的確に把握するため、企業訪問の実施を前向きに検討すること。

観光推進費 観光振興課 45,049
・�観光推進事業は、投入された事業費に対する事業効果がわかりにくい面
はあるが、事業効果をしっかりと検証し、メリハリをつけて事業を遂行
すること。

埴生エントランス管理運営費 建設課 5,192・�引き続き、適正な管理運営に努めること。

� （単位：千円）	

事 務 事 業 名 担　当　課 平成26年度
決算額 委 員 会 評 価

おやべ型１％まちづくり事業費 市民協働課 12,683
・�本来の事業の趣旨に照らし、対象事業を精査すること。
・�補助申請手続を簡素化すること。
・�一般市民も含めた事例を発表する場を設けること。

障害者自立支援給付事業費 社会福祉課 395,258・�地域や企業に対し、障がい者雇用に関する理解を広げ、就労支援に努めること。

老人福祉対策費 健康福祉課 107,619・�寿永荘運営にあっては、利用者のニーズを的確にとらえ、今後の改善・充実に努めること。

高齢者地域支援事業 健康福祉課 76,445
・�特に口腔ケアに努め、高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう支援する
こと。
・�高齢者福祉推進員の充実を図ること。

ひとり親家庭等福祉費 こども課 7,925・�貧困の実態を把握し、貧困の連鎖を防ぐよう対策を講ずること。

ひとり親家庭等医療費助成費 こども課 10,949・�引き続き、適正な事業実施に努めること。

図書館管理運営費 生涯学習文化課 29,186 ・�書庫スペースの確保に努め、利用しやすい図書館となるよう改善を図ること。

総 務 常 任 委 員 会

民生文教常任委員会

産業建設常任委員会

議会事務事業評価とは…
議会として市当局と異なる視点から事務事業を評価し、今後
の方向性を明らかにしようとするのが議会事務事業評価です。
個別の事務事業の現状や課題等を共有することができるので、
予算や決算を審議等する上でも役立っています。

Check!
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委

員

会

報

告

定
例
会
の
会
期
中
に
開
催
さ
れ
た
委
員
会

審
査
の
過
程
に
お
い
て
、
市
当
局
に
対
し
、

次
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

一
点
目
は
、
防
犯
に
つ
い
て
、
県
の
緊
急

地
域
防
犯
設
備
整
備
モ
デ
ル
事
業
費
補
助
金

は
、
市
の
防
犯
対
策
を
進
め
る
上
で
有
効
に

活
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
財
政
面
か
ら
、
今

後
も
積
極
的
に
申
請
を
行
い
、
よ
り
良
い
事

業
に
つ
な
げ
る
こ
と
。

二
点
目
は
、
防
災
に
つ
い
て
、
全
国
で
想

定
を
超
え
る
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

緊
急
時
に
、
災
害
本
部
を
設
置
す
る
建
物
の

非
常
用
電
源
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
非
常
事
態
に
対
応
す
る
万
全
の

体
制
を
確
立
し
、
想
定
を
超
え
る
災
害
に
備

え
る
こ
と
。

三
点
目
は
、
空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
、「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
利
用
者
の
拡
充

を
図
る
た
め
に
も
、
地
域
の
空
き
家
情
報
を

よ
り
多
く
収
集
し
、
定
住
促
進
に
つ
な
げ
る

シ
ス
テ
ム
を
早
急
に
構
築
す
る
こ
と
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

一
点
目
は
、
道
の
駅
メ
ル
ヘ
ン
お
や
べ
に

つ
い
て
、
今
定
例
会
に
、
施
設
管
理
を
一

元
化
す
る
た
め
の
条
例
改
正
案
が
上
程
さ
れ
、

10
月
か
ら
、
来
年
度
以
降
の
指
定
管
理
者
の

募
集
を
行
う
と
の
こ
と
だ
が
、
新
た
な
管
理

方
法
へ
の
円
滑
な
移
行
と
適
正
な
運
用
に
向

け
て
、
し
っ
か
り
と
準
備
を
進
め
る
こ
と
。

二
点
目
は
、
市
内
企
業
へ
の
事
業
支
援
に

つ
い
て
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

企
業
誘
致
を
推
進
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

が
、
市
内
既
存
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
も
ま
た

重
要
で
あ
る
。
日
頃
か
ら
市
内
企
業
と
コ
ン

タ
ク
ト
を
取
り
、
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と

も
に
、
定
期
的
な
企
業
訪
問
の
実
施
に
つ
い

て
も
前
向
き
に
検
討
す
る
こ
と
。

民
生
文
教
常
任
委
員
会

一
点
目
は
、
都
市
再
構
築
戦
略
事
業
の
中

で
計
画
さ
れ
て
い
る
新
図
書
館
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
計
画
段
階
か
ら
基
本
設
計
に
進
み
、

課
題
や
解
決
す
べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
今
回
の
補
正
予
算
に
よ
り
、
い

よ
い
よ
実
施
設
計
に
着
手
す
る
わ
け
だ
が
、

そ
の
際
に
は
、
議
会
と
十
分
協
議
し
、
合
意

の
上
で
事
業
の
執
行
に
あ
た
る
こ
と
。

二
点
目
は
、
市
が
所
有
し
て
い
る
公
共
施

設
に
つ
い
て
、
建
築
か
ら
相
当
の
期
間
を
経

過
し
て
い
る
施
設
が
散
見
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
多
く
施
設
に
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
、
老
朽

化
に
よ
る
劣
化
個
所
が
見
受
け
ら
れ
る
。
ま

た
、
生
活
様
式
の
変
化
に
よ
り
、
ト
イ
レ
や

階
段
等
が
利
便
性
の
悪
い
設
備
と
な
っ
て
い

る
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い

く
中
で
は
あ
る
が
、
現
に
市
民
が
使
用
し
て

い
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
少
し
で
も
利

便
性
、
快
適
性
が
図
ら
れ
る
よ
う
計
画
的
に

改
修
整
備
し
て
い
く
こ
と
。

三
点
目
は
、
ア
ー
ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ
に
つ

い
て
、
長
い
時
間
を
か
け
、
十
分
協
議
を
重

ね
て
き
た
本
市
で
初
と
な
る
美
術
活
動
拠
点

施
設
が
９
月
18
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ア
ー

ト
ハ
ウ
ス
お
や
べ
を
最
大
限
に
活
用
し
、
市

民
が
気
軽
に
美
術
に
触
れ
合
え
る
よ
う
、
特

に
明
日
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
創
作
活
動
を

通
し
て
心
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
他
に
は
な
い

特
色
を
生
か
し
た
事
業
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
。

平成27年度　議長交際費支出状況
平成 27 年 4 月〜平成 27 年 9 月（単位：円）

区　　　　分 件数 金　額
1　慶弔・見舞費 10 117,000
　① 御祝・寸志 2 40,000
　② 激　励　金 5 56,000
　③ 香典・供物 3 21,000
2　協　　賛　　費 10 63,462
3　会費 ･懇談会費 16 129,000
4　そ　　の　　他 11 86,260
合　　　計 47 395,722
平成 27年度予算額 1,400 ,000
執　行　率 28.27%

※小矢部市ホームページからもご覧になれます。

12
月
定
例
会
の
日
程
（
予
定
）

４
日（
金
） 

10
時 

本
会
議（
提
案
理
由
説
明
）

全
員
協
議
会

７
日（
月
） 

 

議
案
調
査
日

８
日（
火
） 

 

議
案
調
査
日

９
日（
水
） 

 

議
案
調
査
日

10
日（
木
） 

９
時 

議
会
運
営
委
員
会

10
時 

本
会
議（
代
表
･
一
般
質
問
）

11
日（
金
） 

10
時 

本
会
議（
一
般
質
問
）

14
日（
月
） 

10
時 

駅
周
辺
整
備
特
別
委
員
会

14
時 

民
生
文
教
常
任
委
員
会

15
日（
火
） 

10
時 

産
業
建
設
常
任
委
員
会

14
時 

人
口
対
策
等
特
別
委
員
会

16
日（
水
） 

10
時 

総
務
常
任
委
員
会

17
日（
木
） 

14
時 

委
員
長
会
議

18
日（
金
） 

10
時 

議
会
運
営
委
員
会

13
時 

全
員
協
議
会

15
時 

本
会
議（
質
疑
･
討
論
･
表
決
）

※
オ
レ
ン
ジ
色
の
文
字
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
予
定
、

　
録
画
映
像
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
予
定
で
す
。

10
月
22
日（
木
）と
23
日（
金
）に
開
催
し
た

議
会
報
告
会
は
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

ご
多
用
の
と
こ
ろ
、
ご
来
場
頂
き
ま
し
た

皆
様
方
に
は
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
模
様
は
、
次
号
の
議
会

だ
よ
り
（
№
180
）
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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■ 会務報告　� 平成 27 年６月 27 日から９月 3 日まで

年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

27.　6.　29 庄川左岸地区用排水対策促進協議会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、収支決算、積立金特別会計収支決算
　平成27年度事業計画（案）、収支予算（案）、積立金特別会計収支予算（案）、
役員の選任について
・報告事項
　国営総合農地防災事業・附帯県営農地防災事業等の執行状況及び平成27年
度執行予定について

砺波市

　6.　29〜30 高岡地区広域圏事務組合議会行政視察 ・くりーんプラザ・龍（龍ケ崎地方塵芥処理組合）
・鹿沼市役所

茨城県龍ケ崎市
栃木県鹿沼市

　6.　30 平成28年度重点事業要望 ・富山県出先機関
・あいの風とやま鉄道（株）

高岡市・小矢部市
富山市

7.　1 平成28年度重点事業要望 ・富山県庁
・富山河川国道事務所

富山市
富山市

富山県日台友好議員連盟総会 ・議事
　平成26年度事業実績報告、収支決算報告等について
・講演

富山市

7.　3 平成28年度重点事業要望 ・北陸農政局 金沢市

日中友好富山県地方議員連盟総会 ・議事
　平成26年度事業実績報告、収支決算報告、役員の選任等について
・記念講演

富山市

7.　6 国道471号整備促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）、役員の選任について
・報告事項
　国道471号の整備状況について

砺波市

7.　7 能越自動車道建設促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、一般会計歳入歳出決算、積立金特別会計歳入歳出決
算
　平成27年度事業計画（案）、一般会計歳入歳出予算（案）、積立金特別会計
歳入歳出予算（案）、役員改選（案）について

高岡市

7.　8〜9 平成28年度重点事業要望 ・北陸地方整備局
・国土交通省、農林水産省、総務省、ＮＨＫ及び県選出国会議員等

新潟市
東京都

7.　10 主要地方道砺波小矢部線整備促進期成同
盟会総会

・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）、役員の選任（案）について
・報告事項
　主要地方道砺波小矢部線の整備状況について

津沢コミュニティ
プラザ

7.　19 北陸新幹線新高岡駅「かがやき」停車実
現期成同盟会総会

・活動報告及び新高岡駅の現状について
・今後の活動方針について

高岡市

7.　23 全員協議会 ・おやべ光のまちプロジェクト第１弾「ハートアイランドイルミネーション」
の実施について他１件報告

第一委員会室

議会だより編集委員会 ・議会だよりNO.178について 第二委員会室

7.　27 利賀ダム建設促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）について
・報告事項
　利賀ダムの整備状況について

砺波市

7.　29 日韓友好議員連盟総会 ・議事
　平成26年度事業実績及び収支決算
　平成27年度事業計画（案）及び収支予算（案）、役員の選任及び顧問の委嘱
について
・講演

富山市

7.　31 人口対策等特別委員会 ・近隣市町における税金及び公共料金等の比較について報告 第二委員会室

8.　3 国道359号改修促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）について
・報告事項
　国道359号の整備状況について

砺波市

8.　4 総務常任委員会 ・「小矢部市防災ハンドブック2016」協働発行に関する協定について他１件
報告

第二委員会室

事務事業評価 ・防災事業費他３事業
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今
年
３
月
の
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

や
今
年
７
月 

東
部
産
業
団
地
に
オ
ー

プ
ン
し
た
北
陸
初
の
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
の
影
響
か
ら
か
、
全
国
の
地
方
議

会
か
ら
の
行
政
視
察
が
大
幅
に
増
え
て

い
ま
す
。
９
月
末
時
点
で
、
視
察
件
数

は
前
年
度
比
75
％
増
の
14
件
、
視
察
人

数
は
112
％
増
の
89
人
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
増
え
る
こ
と
が
確
実
な
状

況
で
す
。

　

交
通
利
便
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
は
明

白
で
す
が
、
行
政
視
察
件
数
の
多
寡
は

施
策
の
先
進
性
や
魅
力
度
を
は
か
る
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
え
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
特
色
あ
る
施
策
や
ま
ち
の
個
性

を
生
か
し
た
施
策
を
着
実
に
講
じ
て
い

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
選
ば
れ
る
自
治
体

を
目
指
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

今
後
と
も
、
市
当
局
と
の
議
論
を
通

じ
て
魅
力
あ
る
施
策
の
立
案
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

次
回
の
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、
平
成

28
年
２
月
の
予
定
で
す
。

（
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
一
同
）

■ 会務報告（つづき）
年月日 件　　　　名 摘　　　　要 開催地

27.　8.　4 砺波地方衛生施設組合議会定例会 ・議事
　平成27年度一般会計補正予算（第１号）及び平成26年度一般会計歳入歳出
決算について等

高岡市

8.　7 民生文教常任委員会 ・介護保険施設での研修状況について他４件報告 第二委員会室

事務事業評価 ・おやべ型１％まちづくり事業費他６事業

8.　10 庄川・小矢部川改修促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）、役員の選任について等
・報告事項
　庄川・小矢部川の整備状況について

高岡市

岸渡川改修促進期成同盟会総会 ・議事
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算
　平成27年度事業計画（案）、歳入歳出予算（案）、役員の選任について
・報告事項
　岸渡川（黒石川）の整備状況について

高岡市

砺波地方介護保険組合議会運営委員会 ・８月定例会提出議案について 砺波市

8.　11 砺波地域消防組合議会運営委員会 ・８月定例会提出議案について 砺波市

8.　18 産業建設常任委員会 ・小矢部フロンティアパークの分譲価格の改定について他１件報告 第二委員会室

事務事業評価 ・集落営農法人化支援事業費他４事業

駅周辺整備特別委員会 ・石動駅乗降客数の調査結果について他３件報告 第二委員会室

8.　20 富山県市議会議長会臨時総会 ・議事
　平成26年度歳入歳出決算、北信越市議会議長会評議員会提出議案等
・小矢部市提出議案
　能越自動車道の一元管理について

滑川市

県知事との懇談会 ・県政概要説明
・要望事項要旨説明及び要望事項に対する説明
・小矢部市要望事項
　一般国道８号の芹川～桜町間の交通安全対策事業の促進及び倶利伽羅トンネ
ル整備について

8.　24 東海北陸自動車道建設促進同盟会・東海
環状道路建設促進期成同盟会合同総会

・議事（東海北陸自動車道）
　平成26年度事業報告、歳入歳出決算報告
　平成27年度事業計画、歳入歳出予算、決議

東京都

8.　25 全員協議会 ・小矢部市人口ビジョン骨子（案）及び総合戦略骨子（案）について他１件報告 第一委員会室

議員懇談会 ・議会報告会について 第二委員会室

議会運営委員会 ・9月定例会について 第二委員会室

砺波地方介護保険組合議会定例会 ・議事
　平成27年度特別会計補正予算（第1号）、平成26年度一般会計決算及び特別
会計決算、平成26年度養護老人ホーム楽寿荘事業特別会計決算について等

砺波市

8.　31 砺波地域消防組合議会定例会 ・議事
　平成27年度砺波地域消防組合一般会計補正予算（第2号）、平成26年度砺
波地域消防組合一般会計歳入歳出決算認定について等

砺波市


